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お
山
に
よ
い
子
の
鼓
笛
隊

面
河
村
渋
華
中
2
教
諭
の
熱
意
実
る

上
浮
穴
郡
面
河
村
渋
革
小
学
校
(
友
近
映
校
長
)
に
こ

の
ほ
ど
鼓
笛
隊
が
誕
生
し
た
。
五
、
六
年
生
合
わ
せ
て
五

十
七
人
全
員
で
編
成
、
六
年
生
中
川
利
代
子
さ
ん
の
指

導
杖
を
先
頭
に
大
太
鼓
、
小
太
鼓
、
ア
コ
⊥
ア
ィ
オ
ン
、
そ

れ
に
た
て
筒
が
続
き
、
見
事
な
合
奏
ぶ
り
を
見
せ
て
い
る
。

指
導
に
は
重
松
勲
、
猪
上
達
勇
両
教
諭
が
当
た
り
、

今
年
の
春
、
同
校
に
転
任
以
来
「
辺
地
の
子
供
た
ち
に

何
か
希
望
を
与
え
て
や
り
た
い
」
と
考
え
て
始
め
た
も

の
。
一
学
期
は
ま
ず
全
員
が
た
て
筒
を
習
い
、
さ
ら
に
大
太

鼓
、
小
太
鼓
…
…
と
教
え
て
、
こ
の
ほ
ど
鼓
笛
隊
が
出
来

上
が
っ
た
。
さ
る
二
十
三
日
行
な
わ
れ
た
同
校
の
運
動

会
で
も
、
見
事
な
行
進
で
盛
ん
な
拍
手
を
受
け
た
。

(
昭
和
3
6
年
9
月
2
8
日
)

「
武
者
修
業
」
で
夏
に
鍛
え
る

一
望
丸
に
剣
道
の
合
宿

上
浮
穴
郡
久
万
町
久
万
小
学
校
剣
道
部
(
矢
野
計
雄
主
任
)
の
部
員
二
十
一
人
(
三
年
生
以
上
)
は
、
八
月
六
日
か
ら
一
泊

二
日
間
、
面
河
村
大
味
川
城
山
公
民
館
で
夏
季
合
宿
練
習
を
行
い
鍛
え
た
。

六
日
午
前
八
時
半
、
剣
道
部
主
任
の
矢
野
五
段
錬
士
と
担
任
の
川
崎
、
玉
井
両
教
諭
に
引
率
さ
れ
て
、
全
員
が
町
役
場

の
広
報
車
に
剣
道
防
具
、
毛
布
な
ど
を
積
み
込
ん
で
久
万
小
前
を
出
発
、
途
中
、
昨
年
合
宿
し
た
明
神
小
に
立
ち
寄
っ
て
一

時
間
余
り
練
習
、
気
合
い
を
い
れ
る
と
す
ぐ
同
校
を
出
発
、
昼
す
ぎ
城
山
公
民
館
に
到
着
、
同
公
民
館
の
し
い
の
み
子
供

会
剣
道
部
の
指
導
者
松
本
光
夫
、
菅
教
詮
明
各
三
段
や
地
元
婦
人
会
役
員
の
お
ば
さ
ん
た
ち
に
迎
え
ら
れ
て
、
直
ち
に
合

宿
練
習
に
入
っ
た
。

ま
ず
午
後
一
時
半
か
ら
約
二
時
間
、
矢
野
主
任
の
指
導
で
練
習
に
汗
を
流
し
た
あ
と
、
近
く
の
川
で
水
浴
、
汗
を
洗
い
落

と
し
た
。
夕
食
に
は
婦
人
会
の
お
ば
さ
ん
た
ち
が
作
っ
て
く
れ
た
カ
レ
ー
フ
イ
ス
を
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
た
。
食
後
、
川
崎
、
玉
井

各
教
諭
の
指
導
で
、
夏
休
み
の
宿
題
や
日
記
を
つ
け
て
勉
強
し
た
あ
と
、
午
後
九
時
半
ま
で
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
囲
ん
で
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歌
や
寸
劇
で
就
寝
前
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
く
過
ご
し
た
。

第
二
日
は
午
前
六
時
起
床
、
六
時
半
か
ら
し
い
の
み
子
供

会
剣
道
部
(
小
学
三
年
生
か
ら
中
学
三
年
生
ま
で
)
の
友
達

二
十
人
も
加
わ
り
、
朝
の
す
が
す
が
し
い
空
気
を
吸
っ
て
約

二
時
間
、
と
も
に
剣
道
の
練
習
に
励
み
、
朝
食
後
約
一
時
間
自

習
、
十
時
か
ら
久
万
小
対
し
い
の
み
子
供
会
の
交
歓
試
合
大

会
を
開
き
、
互
い
に
声
援
を
送
っ
て
励
ま
し
合
っ
た
。

し
い
の
み
子
供
会
剣
道
部
の
子
供
た
ち
は
、
わ
ず
か
半
日

の
合
宿
練
習
に
加
わ
っ
た
だ
け
で
互
い
の
友
情
に
堅
く
結
ば

れ
た
が
、
久
万
小
剣
道
部
員
は
同
日
午
後
二
時
ご
ろ
、
し
い

の
み
子
供
会
貝
や
婦
人
会
の
お
ば
さ
ん
た
ち
に
送
ら
れ
て
出

発
、
全
員
無
事
合
宿
練
習
の
日
程
を
終
え
て
帰
町
し
た
。

(
昭
和
3
8
年
8
月
1
0
日
)

しいのみ子供会剣道部と仲よく練習に励む

久万小剣道部の合宿訓練
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全
国
の
友
達
の
夏
休
み
を
リ
レ
ー
収
録

面
河
渋
華
中
「
臨
時
プ
ー
ル
」
の
喜
び
も

上
浮
穴
郡
面
河
村
渋
革
小
学
校
(
篠
崎
実
校
長
)
で
、
二
学
期
の
始
ま
っ
た
さ
る
九
月

四
日
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
九
州
の
奄
美
大
島
に
至
る
、
六
つ
の
小
学
校
の
お
友
達
の

声
を
リ
レ
ー
式
に
収
録
し
た
「
ぼ
く
ら
の
な
つ
や
す
み
」
の
プ
リ
ン
ト
を
校
内
放
送
し
て
全

校
生
徒
に
聞
か
せ
た
。
こ
の
放
送
は
特
別
番
組
「
ぼ
く
ら
の
な
つ
や
す
み
」
=
全
国
小
学

校
リ
レ
ー
放
送
=
の
テ
ー
マ
で
、
東
京
都
渋
谷
区
立
千
駄
ヶ
谷
小
学
校
子
供
放
送
局
が
企

画
、
司
会
と
構
成
を
同
校
が
受
け
持
ち
、
プ
リ
ン
ト
を
完
成
し
た
も
の
で
、
北
海
道
有
珠

伊
達
町
伊
達
小
学
校
-
鹿
児
島
県
名
瀬
市
名
瀬
小
学
校
-
愛
知
県
西
加
茂
郡
三
好

町
三
好
南
部
小
学
校
-
愛
媛
県
上
浮
穴
郡
面
河
村
渋
革
小
学
校
-
青
森
県
下
北
郡

佐
井
村
佐
井
小
学
校
-
宮
崎
県
日
南
市
大
堂
津
小
学
校
-
東
京
千
駄
ヶ
谷
小
学
校
へ

と
リ
レ
ー
式
に
録
音
構
成
し
、
放
送
日
を
決
め
て
全
国
の
参
加
校
が
一
斉
に
校
内
放
送
す

る
仕
組
み
で
、
放
送
時
間
は
十
五
分
間
。

渋
華
中
の
素
材
は
、
笠
方
ダ
ム
工
事
の
影
響
で
川
の
水
が
濁
っ
て
泳
ぐ
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
た
、
子
供
た
ち
の
泳
ぐ
場
所
が
ほ
し
い
と
い
う
切
実
な
訴
え
で
、
父
兄
た
ち
が
子
供

た
ち
の
願
い
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
農
林
省
の
ダ
ム
工
事
事
業
所
に
掛
け
合
っ
た
結
果
、
同

村
の
「
コ
ウ
ゴ
ミ
」
に
同
事
業
所
が
臨
時
の
プ
ー
ル
を
作
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
と
き
の
工
事
の

模
様
を
織
り
込
み
テ
ー
プ
に
吹
き
込
ん
だ
も
の
で
、
川
を
せ
き
止
め
る
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
音

を
巧
み
に
取
り
入
れ
、
子
供
た
ち
の
喜
び
の
気
持
ち
を
現
わ
し
て
い
る
。
素
材
の
取
り
扱

い
な
ど
の
企
画
、
制
作
の
指
導
や
相
手
校
と
の
連
絡
な
ど
に
は
、
す
べ
て
校
内
放
送
係
担

当
の
猪
上
達
男
教
諭
が
当
た
り
、
六
年
生
の
中
川
光
さ
ん
ほ
か
五
人
の
放
送
係
の
声
が
吹

き
込
ま
れ
て
い
る
。

な
お
リ
レ
ー
放
送
に
出
た
全
国
各
校
の
放
送
グ
ル
ー
プ
の
友
達
と
の
写
真
も
交
換
さ
れ

て
い
る
。

(
昭
和
3
7
年
9
月
9
日
)

全国小学校iルー放送を収録する渋華中の放送係の児童と猪上教諭㊧



展示された2つの新聞記事をみて大喜びの子供たち

僕
ら
の
こ
と
が
新
聞
に
出
た

渋
華
中
「
北
か
ら
南
の
夏
休
み
」

上
浮
穴
郡
面
河
村
渋
革
小
学
校
(
篠
崎
実
校
長
)
で
は
、
放
送
部
の
掲
示
板
に
張
ら
れ

て
あ
る
二
つ
の
新
聞
の
切
り
抜
き
が
、
い
ま
児
童
た
ち
の
話
題
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
。

一
つ
は
九
月
九
日
付
の
愛
媛
新
聞
中
予
版
に
掲
載
さ
れ
た
『
全
国
の
友
達
の
夏
休
み
、

リ
レ
ー
収
録
し
校
内
放
送
、
面
河
渋
華
中
、
「
臨
時
プ
ー
ル
」
の
喜
び
も
』
の
見
出
し
が
つ
い

た
記
事
の
切
り
抜
き
で
、
二
学
期
の
初
め
同
校
で
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
九
州
の
奄
美

大
島
に
至
る
六
つ
の
小
学
校
の
お
友
達
の
声
を
リ
レ
ー
式
に
収
録
し
た
「
ぼ
く
ら
の
な
つ

や
す
み
」
の
プ
リ
ン
ト
を
校
内
放
送
し
て
、
全
校
生
徒
に
聞
か
せ
た
と
き
の
模
様
を
扱
っ
た

も
の
。

い
ま
一
つ
は
九
月
七
日
付
け
の
朝
日
新
聞
東
京
都
内
版
に
掲
載
さ
れ
た
『
ぎ
ょ
う
初
の

放
送
〃
録
音
「
ぼ
く
ら
の
夏
休
み
」
〃
北
か
ら
南
六
校
結
ぶ
千
駄
ヶ
谷
小
で
昼
休
み
に
』

の
見
出
し
が
つ
い
た
記
事
で
、
写
真
は
両
紙
と
も
申
し
合
わ
せ
た
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
収

録
し
た
と
き
の
声
の
お
友
達
が
録
音
機
を
囲
ん
で
い
る
場
面
を
写
し
た
の
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

千
駄
ヶ
谷
小
学
校
は
全
国
各
地
の
子
供
放
送
局
の
キ
ー
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
活
躍
、

今
度
の
リ
レ
ー
放
送
に
は
企
画
、
司
会
と
構
成
を
受
け
持
ち
、
ま
と
め
役
を
務
め
た
わ

け
。
録
音
テ
ー
プ
を
交
換
し
あ
っ
た
小
学
校
は
渋
革
小
の
ほ
か
、
伊
達
小
(
北
海
道
)
、
佐

井
小
(
青
森
県
)
、
三
好
南
部
小
(
愛
知
県
)
、
大
堂
津
小
(
宮
崎
県
)
、
名
瀬
小
(
奄
美
大

島
)
の
五
校
。
い
ず
れ
も
収
録
し
た
と
き
の
記
念
写
真
や
地
方
色
豊
か
な
絵
は
が
き
を
送

っ
て
き
て
お
り
、
新
聞
の
切
り
抜
き
と
並
べ
展
示
さ
れ
、
子
供
た
ち
の
人
気
を
集
め
て
い

る
。猪

上
教
諭
は
「
こ
ん
ど
の
リ
レ
ー
放
送
の
記
事
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
で
、
子
供

は
も
ち
ろ
ん
父
兄
た
ち
の
喜
び
も
格
別
だ
っ
た
し
、
各
方
面
か
ら
多
数
激
励
の
手
紙
を
も

ら
う
な
ど
、
意
外
に
反
響
が
大
き
い
の
に
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
子
供
た
ち
は
二
つ
の
記
事
を

見
く
ら
べ
て
、
自
分
ら
も
都
会
の
子
供
と
同
じ
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
い
う
自
信
を
い
っ
そ

う
深
め
て
い
ま
す
し
、
全
国
の
友
達
と
じ
か
に
対
面
し
た
の
と
同
じ
喜
び
を
感
じ
て
い
る

よ
う
で
す
」
と
語
っ
て
い
る
。

(
昭
和
3
7
年
9
月
0
0
日
)
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笠
方
ダ
ム
か
ら
化
石

2
̃
3
百
万
年
前
の
植
物

上
浮
穴
郡
面
河
村
笠
方
ダ
ム
の
現
場
で
、
こ
の
ほ
ど
二

百
万
年
か
ら
三
百
万
年
以
前
の
も
の
と
み
ら
れ
る
植
物

の
化
石
が
多
数
発
見
さ
れ
、
同
時
代
の
植
物
分
布
を
知

る
研
究
資
料
と
し
て
県
立
博
物
館
に
保
存
さ
れ
た
。

化
石
は
い
ず
れ
も
同
村
市
石
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
現
場
、

地
下
十
-
二
十
㍍
の
と
こ
ろ
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、

工
事
関
係
者
が
県
に
持
ち
帰
っ
た
も
の
の
う
ち
十
七
点

が
同
博
物
館
に
収
め
ら
れ
た
。
同
博
物
館
の
調
べ
に
よ

る
と
、
発
見
さ
れ
た
地
域
は
新
生
代
第
三
紀
層
で
、
化

石
は
和
泉
砂
岩
か
ら
で
き
て
い
る
。
化
石
に
な
っ
て
い
る

植
物
の
多
く
は
モ
ミ
ジ
、
ウ
リ
ノ
キ
の
よ
う
な
落
葉
広
葉

樹
で
、
中
に
は
ス
ス
キ
な
ど
も
混
じ
っ
て
い
る
。

(
昭
和
3 

6
年
9
月
3
日
)

豊作を祝う面河村の秋祭り

新築落成した八社神社

笠方ダム工事中に発見された化石

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
ダ
イ
バ

久
万
お
山
の
秋
祭
り
終
わ
る

う
ら
ら
か
な
小
春
日
和
に
恵
ま
れ
た
十
一
月
十
八
日
、

上
浮
穴
郡
面
河
村
は
久
万
郷
最
後
の
秋
祭
り
で
に
ぎ

わ
っ
た
。

同
日
は
午
前
十
時
こ
ろ
か
ら
村
内
の
渋
革
、
面
河
、
本

組
な
ど
の
ミ
コ
シ
が
威
勢
よ
く
氏
子
の
家
々
を
巡
り
、
名

物
の
「
ダ
イ
バ
」
も
真
っ
赤
な
お
面
に
シ
ュ
ロ
の
ひ
げ
を
つ
け

て
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
な
し
ぐ
さ
で
魔
よ
け
を
し
て
歩
い

た
。
久
万
郷
で
は
四
日
の
久
万
祭
り
か
ら
始
ま
っ
て
、
美

川
村
、
柳
谷
村
と
五
穀
の
豊
作
を
祝
っ
て
き
た
が
、
同
日

の
面
河
祭
り
で
秋
祭
り
も
幕
を
閉
じ
た
。

祭
り
酒
で
ご
さ
け
ん
の
お
百
姓
さ
ん
は
「
若
者
が
い
な

い
の
で
寂
し
い
祭
り
だ
。
そ
れ
で
も
豊
作
を
祝
い
家
内
安

全
を
祝
っ
て
村
中
祭
り
一
色
で
す
よ
」
と
語
っ
て
い
た
。

(
昭
和
3
7
年
n
月
2
0
日
)

「
八
社
様
」
り
つ
ば
に
完
成

面
河
笠
方
公
民
館
も
新
し
く

上
浮
穴
郡
面
河
村
人
社
神
社
と
笠
方
公
民
館
の
新

築
落
成
式
は
、
二
日
午
前
十
時
か
ら
八
社
神
社
で
日
野

笠
方
部
落
会
長
、
小
椋
笠
方
ダ
ム
公
共
補
償
委
員
長
、

工
事
関
係
者
、
来
賓
な
ど
が
出
席
し
て
盛
大
に
行
な
わ

れ
た
。
神
事
の
あ
と
も
ち
ま
き
、
小
学
生
の
鼓
笛
隊
演

奏
な
ど
が
あ
り
、
午
後
は
新
公
民
館
で
演
芸
会
が
開
か

れ
た
。

八
社
神
社
、
笠
方
公
民
館
は
と
も
に
、
農
林
省
が
施

行
し
て
い
る
笠
方
ダ
ム
建
設
地
点
に
あ
っ
た
の
を
西
北
約

四
百
㍍
離
れ
た
山
の
中
腹
に
移
転
、
新
築
し
た
も
の
。
八

社
神
社
の
拝
殿
は
木
造
平
屋
建
て
瓦
ぶ
き
、
神
殿
は
木

造
鋼
板
ぶ
さ
で
総
工
費
八
百
二
十
六
万
円
。
公
民
館
は

木
造
ス
レ
ー
ト
ぶ
き
平
屋
建
て
(
二
四
〇
・
九
平
方
㍍
)
で

総
工
費
四
百
三
十
五
万
円
。

(
昭
和
3
7
年
1 

2
月
5
日
)
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成
功
し
た
開
田
工
事

今
年
か
ら
稲
作
り
で
増
収

上
浮
穴
郡
面
河
村
栃
原
の
開
田
工
事
八
㌶
が
こ
の
ほ

ど
完
工
、
「
今
年
か
ら
田
植
え
が
で
き
る
」
と
地
元
の
農

家
で
は
大
喜
び
。

こ
の
開
田
事
業
は
大
正
年
間
か
ら
の
同
地
区
の
懸
案

事
業
だ
っ
た
が
、
当
時
は
機
械
動
力
が
な
か
っ
た
た
め
今

ま
で
延
び
延
び
に
な
っ
て
い
た
も
の
。
昨
年
七
月
総
工
費

千
八
百
五
十
万
円
で
着
工
、
資
金
の
八
割
は
農
林
漁
業

金
融
公
庫
か
ら
借
り
受
け
、
二
割
は
二
十
戸
の
農
家
で

出
し
合
っ
た
が
、
資
金
返
済
は
三
年
据
え
置
き
十
五
年

年
賦
。

こ
の
間
田
地
帯
は
も
と
も
と
山
畑
で
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

そ
の
他
の
雑
穀
し
か
採
れ
ず
、
十
イ
当
た
り
の
収
入
は

五
千
円
ほ
ど
。
そ
れ
も
大
風
な
ど
が
あ
る
と
収
穫
皆
無

と
い
う
憂
き
目
も
た
び
た
び
み
て
き
た
が
、
こ
れ
を
水
田

に
し
て
稲
を
植
え
る
と
、
十
イ
当
た
り
平
均
三
百
六
十

キ
ロ
と
み
て
も
二
万
四
千
円
は
上
が
る
。

こ
の
中
か
ら
少
し
ず
つ
事
業
費
を
返
還
し
て
い
こ
う

と
い
う
方
針
で
、
水
路
も
幹
線
六
百
㍍
の
ほ
か
、
支
線
四

千
㍍
を
付
け
て
い
る
。
新
し
く
水
田
の
持
ち
主
と
な
っ
た

二
十
戸
の
農
家
で
は
「
開
田
も
共
同
で
や
っ
た
の
だ
か
ら
、

苗
代
づ
く
り
も
共
同
で
や
ろ
う
」
と
苗
代
づ
く
り
も
共

同
作
業
。
ま
た
耕
運
機
一
台
も
共
同
購
入
す
る
と
い
う

意
気
込
み
で
、
笠
方
ダ
ム
に
よ
り
水
没
し
た
水
田
十
五

㌶
も
「
こ
れ
で
い
く
ら
か
で
も
取
り
戻
せ
る
」
と
表
情
は

明
る
い
。

(
昭
和
3 

5
年
5
月
2
6
日
)

面
河
村
城
山
公
民
館
完
成

生
活
改
善
の
セ
ン
タ
ー
に

上
浮
穴
郡
面
河
村
大
味
川
の
城
山
公
民
館
は
、
元
城

山
小
学
校
跡
に
さ
る
六
月
着
工
、
総
工
費
三
百
万
円
で

新
築
工
事
を
進
め
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
、
十
七
日

落
成
式
を
盛
大
に
行
な
っ
た
。
建
物
延
べ
三
七
九
・
五
平

方
㍍
、
敷
地
約
一
九
八
〇
平
方
雷
の
木
造
平
屋
建
て
。
同

公
民
館
は
特
に
広
い
炊
事
場
(
四
九
・
五
平
方
㍍
)
が
作

ら
れ
婦
人
会
な
ど
の
料
理
講
習
に
も
使
わ
れ
る
予
定
。

ま
た
日
本
間
二
間
が
あ
り
、
大
広
間
は
床
の
間
付
き

の
明
る
い
部
屋
で
、
冠
婚
葬
祭
は
も
ち
ろ
ん
一
般
家
庭
に

も
開
放
し
、
生
活
改
善
の
一
助
に
も
す
る
方
針
と
い
わ
れ

る
。

(
昭
和
3 

5
年
8
月
2
4
日
)
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1960̃1964暮らし

関
門
の
駐
車
場
完
成

大
型
バ
ス
5
0
台
は
O
K

観
光
地
面
河
渓
(
上
浮
穴
郡
面
河
村
)
の
入
り
口
関

門
に
こ
の
ほ
ど
、
大
型
バ
ス
五
十
台
が
駐
車
で
き
る
県
営

の
駐
車
場
が
完
成
し
た
。
県
が
総
工
費
千
五
百
万
円
を

投
じ
、
さ
る
三
月
十
日
着
工
以
来
工
事
を
進
め
て
い
た

も
の
で
、
長
雨
な
ど
で
工
事
が
遅
れ
、
最
近
よ
う
や
く
完

成
し
た
も
の
。

こ
の
工
事
は
山
を
削
り
取
っ
た
土
を
県
道
沿
い
の
面

河
川
の
川
底
に
埋
め
立
て
、
高
さ
約
五
㍍
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
土
台
を
作
り
、
そ
の
上
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
で
壁

を
築
い
た
高
さ
七
・
五
㍍
、
長
さ
百
六
十
㍍
の
す
っ
き
り

し
た
も
の
で
、
頑
丈
で
ス
マ
ー
ト
な
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
取
り

付
け
ら
れ
、
国
定
公
園
の
名
勝
地
に
ふ
さ
わ
し
い
近
代

的
な
感
覚
の
駐
車
場
。

既
設
の
駐
車
場
が
最
大
限
三
十
台
余
り
し
か
駐
車
で

き
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
駐
車
場
の
完
成
に
よ
っ
て
、
観
光

シ
ー
ズ
ン
ご
と
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
駐
車
難
に
よ
る
混
雑

が
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
(
昭
和
3
8
年
8
月
1 

5
日
)

完
成
し
た
面
河
渓
関
門
の
県
営
駐
車
場

重
見
前
村
長
の
胸
像
除
幕

上
浮
穴
郡
面
河
村
前
村
長
、
故
重
見
丈
太
郎
氏
の
胸

像
除
幕
式
は
、
二
十
一
日
午
前
十
一
時
か
ら
同
村
渋
草
の

面
河
中
若
葉
寮
前
の
建
立
地
で
、
青
木
面
河
村
長
、
重

見
未
亡
人
タ
ケ
さ
ん
(
七
六
)
ら
遺
族
、
来
賓
ら
約
七
十
人

が
参
列
し
て
行
な
わ
れ
た
。

故
重
見
前
村
長
の
孫
の
家
久
絵
里
ち
ゃ
ん
(
八
つ
)
が

テ
ー
プ
を
切
っ
て
除
幕
し
た
あ
と
神
事
が
あ
っ
た
。
青
木

村
長
、
高
田
村
議
長
ら
が
故
人
の
遺
業
を
た
た
え
る
式

辞
を
述
べ
、
遺
族
を
代
表
し
て
重
見
庄
三
郎
氏
(
重
見

丈
太
郎
氏
長
男
)
が
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

胸
像
は
像
の
高
さ
約
七
十
㌢
、
台
石
の
高
さ
一
㍍
五
十

㌢
、
幅
七
十
五
㌢
で
、
台
石
は
岡
山
県
産
の
万
戌
と
呼
ぶ

特
製
の
御
影
石
で
作
ら
れ
た
り
っ
ぱ
な
も
の
で
、
重
見
氏

の
功
績
を
長
く
た
た
え
る
た
め
村
費
で
建
て
た
。

(
昭
和
3
9
年
3
月
2
4
日
)

故重見氏の胸像除幕式
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養
蚕
振
興
を
柱
に

豪
雪
が
敵

ほ
し
い
医
師

海
抜
千
四
百
五
十
㍍
の
石
墨
山
の
山
懐
、
標
高
八
百

五
十
㍍
の
高
冷
地
、
上
浮
穴
郡
面
河
村
割
石
開
拓
地
は
、

割
石
川
の
上
流
道
前
道
後
平
野
を
潤
す
笠
方
ダ
ム
貯

水
池
か
ら
約
四
キ
ロ
松
山
よ
り
の
地
点
に
あ
る
。
同
村
と

松
山
市
を
結
ぶ
県
道
(
面
河
-
川
内
線
)
か
ら
約
二
百

㍍
上
が
っ
た
盆
地
状
の
日
照
り
、
地
味
と
も
に
よ
く
、
比

較
的
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
。

現
在
十
世
帯
五
十
人
が
入
植
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ

も
村
内
の
農
家
出
身
者
ば
か
り
の
集
ま
り
で
、
入
植
は

県
下
で
も
っ
と
も
遅
か
っ
た
と
い
わ
れ
、
割
石
農
協
組
合

長
の
篠
原
岩
雄
さ
ん
(
五
六
)
と
篠
原
実
さ
ん
(
三
〇
)
の
二
世

帯
が
三
十
二
年
三
月
で
、
あ
と
の
八
世
帯
は
い
ず
れ
も
三

十
四
年
春
入
植
し
た
も
の
。

入
植
後
結
婚
し
た
の
は
二
世
帯
、
子
供
は
小
学
校
に

併
設
の
幼
児
学
級
園
児
が
三
人
、
小
学
児
童
七
人
、
中

学
生
五
人
の
ほ
か
乳
幼
児
が
五
人
い
る
。
世
帯
主
の
ほ

と
ん
ど
が
三
、
四
十
歳
か
ら
五
十
歳
代
の
働
き
ざ
か
り
の

人
た
ち
ば
か
り
、
従
っ
て
中
年
の
主
婦
が
多
く
、
夫
唱
婦

随
の
古
い
タ
イ
プ
の
雰
囲
気
が
何
と
な
く
う
か
が
わ
れ

た
。学

童
の
い
る
家
庭
で
は
通
学
距
離
が
迷
い
の
が
悩
み
の

種
。
開
拓
地
か
ら
笠
方
小
ま
で
約
四
㌔
、
近
道
を
通
学

し
て
も
子
供
の
足
で
四
十
分
以
上
は
か
か
る
。
特
に
困

る
の
は
冬
季
の
積
雪
、
昨
年
は
三
㍍
以
上
の
豪
雪
で
、
約

五
十
日
間
は
穴
倉
生
活
が
続
き
、
住
家
は
押
し
っ
ぶ
さ

れ
そ
う
に
な
る
し
、
人
は
栄
養
失
調
で
通
学
ど
こ
ろ
で
は

な
か
っ
た
と
い
う
。
平
年
で
も
厳
寒
期
は
、
バ
ス
が
積
雪
の

ほ
か
道
路
の
凍
結
で
運
行
が
で
き
な
く
な
る
の
で
、
約
十

二
㌔
も
離
れ
た
面
河
中
学
に
通
学
す
る
中
学
生
は
冬

季
の
二
、
三
カ
月
の
間
は
寮
に
入
る
。

ラ
ジ
オ
は
全
戸
に
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
テ
レ
ビ
の
あ
る

の
は
一
戸
く
ら
い
で
新
聞
を
取
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
二
、
三

戸
く
ら
い
し
か
な
く
、
娯
楽
と
い
え
ば
ラ
ジ
オ
を
聞
く
か

巡
回
映
画
を
見
る
く
ら
い
だ
と
い
う
。
家
族
総
出
で
炭

焼
き
や
木
材
運
搬
、
材
木
作
業
な
ど
の
農
外
現
金
収
入

を
求
め
て
働
き
に
出
る
こ
の
開
拓
地
の
人
た
ち
は
、
農
閑

期
を
利
用
し
て
の
営
農
研
究
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
主
婦

の
学
習
活
動
な
ど
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
婦

人
会
活
動
な
ど
は
全
然
や
っ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
な
く
、

水
没
し
た
笠
方
地
区
の
中
心
部
を
失
っ
て
か
ら
下
火
に

な
っ
た
ま
で
で
、
友
田
、
松
原
な
ど
の
中
心
部
で
は
、
水
没

前
ま
で
は
か
な
り
盛
ん
で
、
開
拓
地
の
婦
人
た
ち
も
し
ば

し
ば
活
動
に
参
加
し
て
い
た
と
い
う
。
新
設
の
笠
方
公
民

館
に
近
く
公
民
館
婦
人
部
が
設
け
ら
れ
、
公
民
館
活
動

の
一
環
と
し
て
発
足
予
定
で
、
開
拓
地
の
婦
人
た
ち
に
も

よ
き
学
習
の
場
が
与
え
ら
れ
る
の
も
間
近
い
。

こ
の
開
拓
地
に
電
灯
が
つ
い
た
の
は
三
十
四
年
。
八
軒

が
入
植
し
た
こ
ろ
で
、
電
話
も
維
持
費
負
担
を
交
換
条

件
に
、
通
話
が
あ
っ
た
際
連
絡
を
依
頼
、
呼
び
出
し
て
も

ら
う
こ
と
に
し
て
お
り
、
県
道
か
ら
約
七
十
㍍
下
の
農
家

に
あ
る
地
区
外
農
村
電
話
を
共
用
し
て
い
る
。

い
ま
開
拓
地
で
何
よ
り
欲
し
い
の
は
一
本
の
農
道
で
あ

る
。
農
道
が
付
け
ば
桑
の
運
搬
は
も
ち
ろ
ん
、
野
菜
の
出

荷
な
ど
作
業
は
す
べ
て
能
率
的
に
な
る
。
農
機
具
は
耕

運
機
二
台
を
購
入
、
共
同
で
使
用
し
て
い
る
。
便
利
な
の

は
水
利
で
、
石
墨
山
か
ら
発
す
る
谷
川
の
清
流
の
水
を

引
き
、
自
家
用
水
に
す
る
一
方
、
自
然
の
貯
水
池
が
各
所

に
あ
っ
て
、
一
部
に
は
小
規
模
の
マ
ス
の
養
殖
も
や
っ
て
い
る

ほ
ど
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
だ
と
い
う
。

い
ち
ば
ん
困
る
の
は
医
療
面
。
へ
ぎ
地
だ
け
に
、
十
㌔

以
上
も
離
れ
た
村
の
中
心
地
渋
革
地
区
に
あ
る
医
師
一

人
の
診
療
所
が
頼
り
だ
が
、
割
石
開
拓
地
の
あ
る
主
婦

は
「
一
昨
年
ご
ろ
、
当
時
小
学
校
六
年
生
の
三
女
が
急
病

で
医
師
に
往
診
を
求
め
た
が
、
間
に
あ
わ
ず
死
ん
で
し

ま
っ
た
。
病
院
へ
連
れ
て
ゆ
く
こ
と
も
で
き
ぬ
状
態
だ
っ

た
の
で
途
方
に
く
れ
、
往
診
を
依
頼
し
た
の
だ
が
、
す
ぐ

に
き
て
も
ら
え
ず
助
か
ら
な
か
っ
た
」
と
訴
え
て
い
る
。

開
墾
地
は
合
わ
せ
て
二
十
四
㌶
、
入
植
当
初
は
ソ
バ
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
大
豆
、
小
豆
な
ど
の
雑
穀
や
バ
レ
イ
シ
ョ
な

ど
を
作
る
か
た
わ
ら
、
一
戸
一
頭
く
ら
い
の
肥
育
牛
を
全

戸
で
飼
育
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
ハ
ク
サ
イ
、
ホ
ウ
レ
ン
草
、

キ
ャ
ベ
ツ
、
ミ
ノ
ワ
セ
ダ
イ
コ
ン
な
ど
を
始
め
た
。
野
菜
作

り
は
生
産
価
格
が
不
安
定
で
、
時
に
は
運
賃
だ
け
足
さ

ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
も
あ
っ
て
引
き
合
わ
な
い
し
、
肥
育
牛

も
昨
年
の
豪
雪
の
と
き
な
ど
、
牛
が
や
せ
衰
え
て
餓
死

寸
前
の
状
態
に
陥
っ
た
苦
い
経
験
か
ら
、
今
冬
は
全
戸
で

五
、
六
頭
し
か
飼
っ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
牛
を
飼
う
の
は
春

か
ら
夏
に
か
け
て
だ
け
と
い
う
わ
け
。

同
開
拓
地
で
は
村
や
農
協
の
指
導
援
助
で
、
三
十
七

年
に
六
・
五
㌶
の
桑
園
を
作
り
、
昨
年
春
か
ら
養
蚕
を
手

が
け
て
お
り
、
同
年
は
三
百
二
十
五
㌘
(
春
五
十
、
夏
二

百
、
秋
七
十
五
㌘
)
を
掃
き
立
て
、
収
繭
量
九
千
七
百
五

十
㌔
、
約
七
十
八
万
円
の
初
収
穫
を
あ
げ
た
。
そ
の
う
え

同
年
夏
は
ミ
ノ
ワ
セ
ダ
イ
コ
ン
の
売
れ
行
き
が
よ
く
、
三

万
二
千
七
百
㌔
を
出
荷
、
五
十
八
万
八
百
円
の
収
益
を

あ
げ
た
。
昨
年
は
豪
雪
に
つ
ぐ
台
風
な
ど
で
傷
め
つ
け
ら

れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
養
蚕
と
ミ
ノ
ワ
セ
ダ
イ
コ
ン
の
成

果
に
力
を
得
た
開
拓
地
の
人
た
ち
は
、
桑
園
を
新
た
に

三
・
八
㌶
増
反
し
て
二
、
三
年
生
分
合
わ
せ
て
十
一
・
一
㌶
に
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1960へ1964暮らし

稚蚕共同飼育所に集まった開拓地の人たち

し
、
こ
の
桑
で
予
想
収
穫
量
四
千
七
百
㌔
、
二
百
六
十
万

円
の
収
益
を
あ
げ
、
さ
ら
に
五
年
後
に
は
収
繭
量
反
当

り
百
㌔
以
上
、
金
額
に
し
て
少
な
く
と
も
六
万
円
の
収

益
を
あ
げ
よ
う
と
の
意
気
込
み
で
、
養
蚕
一
本
を
頼
み
の

つ
え
と
し
て
目
標
目
指
し
て
突
き
進
ん
で
い
る
。

篠
原
割
石
開
拓
農
協
組
合
長
は
「
主
食
の
自
給
自

足
も
で
き
ぬ
開
拓
地
で
生
き
る
道
は
た
だ
ひ
と
つ
。
当

面
手
掛
け
て
い
る
養
蚕
あ
る
の
み
で
、
契
約
出
荷
に
よ
り

流
通
面
の
心
配
が
な
い
養
蚕
を
柱
に
、
労
力
配
分
上
に

都
合
の
よ
い
ミ
ノ
ワ
セ
ダ
イ
コ
ン
作
り
の
二
本
立
て
で
い
き

た
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

高
岡
面
河
村
経
済
課
長
は
「
今
年
は
村
も
養
蚕
振

興
に
本
腰
を
入
れ
て
お
り
、
割
石
開
拓
地
に
は
最
近
稚

蚕
共
同
飼
育
所
と
七
十
牢
の
稚
蚕
桑
園
を
作
っ
て
養
蚕

奨
励
に
努
め
て
い
る
が
、
今
後
さ
ら
に
資
金
を
調
達
し
て
、

早
急
に
壮
蚕
共
同
飼
育
所
も
設
け
て
施
設
を
充
実
す

る
と
同
時
に
、
技
術
の
向
上
を
図
っ
て
、
割
石
開
拓
地
を

村
の
養
蚕
振
興
の
中
心
地
帯
に
ま
で
発
展
さ
せ
た
い
」

と
強
調
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
久
万
農
業
改
良
普
及
所
で
は
「
今
後
農

道
を
整
備
し
て
経
営
の
合
理
化
を
図
り
、
技
術
を
研
さ

ん
す
れ
ば
、
畜
産
を
中
核
と
し
て
標
高
八
百
五
十
㍍
の

高
冷
地
特
有
の
立
地
条
件
を
生
か
し
た
イ
チ
ゴ
苗
や
花

作
り
の
ほ
か
高
級
野
菜
を
生
産
。
開
拓
地
を
横
切
り
松

山
市
に
通
じ
る
県
道
を
活
用
す
れ
ば
、
将
来
養
蚕
一
本

に
頼
ら
な
く
て
も
開
拓
地
の
生
き
る
道
は
開
け
る
の
で

は
な
い
か
」
と
の
見
通
し
を
述
べ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
を
進

む
に
し
て
も
、
開
拓
地
の
前
途
は
決
し
て
生
易
し
い
も
の

で
な
い
こ
と
だ
け
は
確
か
な
よ
う
だ
。

(
昭
和
3
9
年
2
月
2
日
)
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い
ま
盛
り
お
山
の
田
植
え

お
山
の
田
植
え
は
早
い
。
上
浮
穴
郡
の
山
間
地
で
は

平
地
よ
り
一
カ
月
も
早
く
、
今
が
田
植
え
の
真
っ
最
中
。

褐
色
に
覆
わ
れ
て
い
た
山
肌
も
、
五
月
の
半
ば
に
な
る
と

緑
が
燃
え
立
つ
。
山
の
向
こ
う
に
は
真
っ
白
な
雲
が
顔
を

出
し
、
陽
光
は
暖
か
そ
う
だ
が
、
谷
間
を
渡
る
風
は
ま
だ

う
す
ら
寒
く
、
水
温
は
冷
た
い
と
き
は
六
、
七
度
。
き
れ

い
な
田
の
水
に
早
乙
女
の
素
足
が
赤
く
凍
え
る
。
水
温

が
低
く
日
照
り
時
間
が
短
い
。
そ
こ
で
で
き
る
だ
け
早
く

植
え
て
稲
の
生
育
期
間
を
少
し
で
も
長
く
し
よ
う
と
い

う
の
が
こ
の
早
植
え
栽
培
で
、
早
い
と
こ
ろ
で
は
八
月
末

に
は
も
う
刈
り
入
れ
に
か
か
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

(
昭
和
3 

5
年
5
月
2
2
日
)

山あいの田植え風景

48

久
万
高
原
に
も
秋
色

稲
、
ク
リ
の
作
柄
も
上
々

久
万
高
原
に
ひ
と
足
早
い
実
り
の
秋
が
や
っ
て
き
た
。

こ
こ
上
浮
穴
地
方
は
八
月
も
終
わ
り
に
近
づ
く
と
朝
夕

は
め
っ
き
り
冷
え
込
み
、
い
つ
し
か
築
き
始
め
た
コ
オ
ロ
ギ

の
声
と
と
も
に
す
っ
か
り
秋
の
気
配
。

秋
の
味
覚
、
上
浮
穴
地
方
特
産
の
ク
リ
は
、
は
ち
切
れ

ん
ば
か
り
に
枝
も
た
わ
わ
に
実
っ
て
、
忍
び
寄
る
秋
の
訪

れ
を
告
げ
、
早
く
も
高
原
に
秋
色
を
漂
わ
せ
て
い
る
。

(
昭
和
3
8
年
8
月
2
3
日
)

(面河村大味川で)



1960-1964自然

清
流
に
べ
っ
甲
の
形

国
定
公
園
面
河
渓
関
門
か
ら
約
一
キ
ロ
、
海
抜
六
百
八

十
㍍
に
位
置
す
る
高
度
百
㍍
、
幅
二
百
㍍
の
渓
谷
中
随

一
の
断
崖
。
カ
メ
の
腹
そ
っ
く
り
な
の
は
造
化
の
妙
。
断
崖

の
名
称
は
ず
ば
り
「
亀
腹
」
。
ヒ
ヤ
リ
と
冷
感
を
誘
う
岩

肌
は
ま
る
で
巨
大
な
カ
メ
が
腹
を
見
せ
て
い
る
格
好
。
べ

っ
甲
の
よ
う
に
重
厚
で
滑
ら
か
だ
。
頂
上
か
ら
の
眺
め
は

ス
リ
ル
を
好
む
現
代
人
も
肝
を
冷
や
す
ば
か
り
。

す
そ
を
流
れ
る
渓
流
の
冷
た
さ
は
ま
た
格
別
。
足
を

漬
け
る
だ
け
で
も
う
冷
た
さ
が
全
身
に
快
く
伝
わ
る
。

ま
さ
に
浮
世
は
な
れ
た
カ
ッ
パ
天
国
。
と
う
と
う
と
流
れ

る
清
流
は
河
床
の
岩
を
か
ん
で
砕
け
、
白
い
波
頭
を
作
っ

て
冷
涼
さ
を
増
す
。
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
の
ア
メ
ノ
ウ

オ
釣
り
、
初
夏
は
ツ
ツ
ジ
、
秋
は
ま
た
モ
ミ
ジ
が
断
崖
を
飾

り
、
行
楽
客
の
目
を
奪
う
。
家
族
連
れ
や
団
体
が
弁
当

を
広
げ
て
く
つ
ろ
ぐ
絶
好
の
場
で
も
あ
る
。

(
昭
和
3
6
年
8
月
1 

3
日
)

面河渓亀腹
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8 

7
億
円
の
大
事
業

面
河
ダ
ム
盛
大
に
起
工
式

上
浮
穴
郡
面
河
村
笠
方
に
作
ら
れ
る
面
河
ダ
ム
の
建

設
を
中
心
と
す
る
、
農
林
省
道
前
道
後
平
野
農
業
水

利
事
業
、
県
営
発
電
事
業
、
県
営
工
業
用
水
道
事
業
の

起
工
式
が
、
十
月
十
二
日
午
前
九
時
か
ら
農
林
省
と
県

の
共
催
で
、
ダ
ム
建
設
現
場
で
神
事
に
よ
る
く
わ
入
れ

式
が
行
な
わ
れ
た
。

式
場
に
は
小
林
国
司
農
林
省
農
地
局
建
設
部
設
計

課
長
(
農
林
大
臣
代
理
)
、
久
松
県
知
事
、
川
戸
孟
紀
岡

山
農
地
事
務
局
長
、
中
島
県
農
林
水
産
部
長
、
高
岡
面

河
村
長
、
そ
れ
に
水
没
者
代
表
の
日
野
団
平
さ
ん
(
商

業
)
、
建
設
業
者
代
表
ら
関
係
者
約
百
人
が
集
ま
り
、
工

事
の
早
期
完
成
を
祈
願
し
た
。
こ
の
あ
と
午
後
一
時
か
ら

四
時
ま
で
松
山
市
堀
之
内
の
県
民
館
で
祝
賀
会
を
開

き
、
県
会
議
員
、
会
社
、
官
公
庁
、
約
七
百
五
十
人
が
参

加
し
て
盛
大
に
行
な
わ
れ
た
。

こ
れ
ら
一
連
の
開
発
事
業
は
、
総
工
費
八
十
七
億
円
を

投
じ
る
本
県
始
ま
っ
て
以
来
の
大
事
業
で
、
三
十
八
年
度

完
工
の
予
定
。
式
辞
を
述
べ
た
久
松
知
事
は
「
さ
る
二
十

六
年
に
こ
の
大
事
業
の
計
画
を
立
て
て
以
来
、
十
年
ぶ

り
に
着
工
の
運
び
に
な
っ
た
の
は
う
れ
し
い
。
こ
の
よ
う

な
事
業
は
補
償
問
題
が
か
ら
ん
で
計
画
ど
お
り
進
ま
な

い
も
の
だ
が
、
水
没
者
の
理
解
あ
る
態
度
を
は
じ
め
関
係

者
の
協
力
で
、
予
期
以
上
に
早
く
工
事
に
取
り
か
か
れ

た
」
と
喜
び
を
述
べ
た
。
溝
淵
高
知
県
知
事
な
ど
多
方

面
か
ら
祝
辞
が
寄
せ
ら
れ
た
。

こ
の
ダ
ム
は
、
有
効
貯
水
量
二
千
六
百
八
十
万
立
方

㍍
、
長
径
約
二
・
五
キ
ロ
、
矩
径
約
一
㌔
、
満
水
面
積
百
二
十

四
㌶
と
い
う
大
規
模
な
も
の
で
、
完
成
す
れ
ば
用
水
不

足
に
悩
む
道
前
道
後
平
野
に
引
水
し
て
約
一
万
二
千
㌶

の
耕
地
の
か
ん
が
い
に
役
立
ち
、
五
千
五
百
ト
ン
の
米
の
増

収
が
可
能
で
、
農
業
経
営
の
合
理
化
と
農
業
生
産
の
向

上
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
松
山
市
、
伊
予
郡
松
前
町
の

工
業
地
帯
へ
の
工
業
用
水
の
確
保
、
導
水
中
の
落
差
を

利
用
し
て
の
水
力
発
電
に
も
役
立
つ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ダ
ム
工
事
で
、
八
十
四
世
帯
と
笠
方
小
学
校
、
面

河
農
協
笠
方
支
所
、
八
社
神
社
な
ど
が
湖
底
に
沈
む
こ

と
に
な
る
が
、
補
償
問
題
は
す
で
に
円
満
解
決
し
て
お

り
、
農
民
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
松
山
市
や
温
泉
郡
方
面

で
新
天
地
を
求
め
て
移
転
も
完
了
し
て
い
る
。

(
昭
和
3
5
年
1
0
月
1 

3
日
)
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くわ入れをする久松知事

笠
方
ダ
ム
い
よ
い
よ
本
格
工
事

来
月
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
込
み

上
浮
穴
郡
面
河
村
笠
方
に
農
林
省
が
五
力
年
計
画

で
、
総
工
費
八
十
七
億
円
を
投
じ
昨
年
十
月
着
工
し
た

道
前
道
後
水
利
総
合
開
発
事
業
の
ダ
ム
工
事
は
、
そ
の

後
順
調
に
進
み
、
九
月
未
に
は
仮
設
備
工
事
を
完
了
、
ダ

ム
基
礎
掘
削
も
九
〇
㌫
終
わ
り
、
十
一
月
初
め
に
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
打
ち
込
み
が
始
ま
り
、
本
格
的
な
工
事
が
行

な
わ
れ
る
段
階
と
な
っ
た
。

仮
設
備
に
よ
る
機
械
の
据
え
付
け
完
了
に
伴
い
、
近

く
機
械
の
試
運
転
が
行
な
わ
れ
る
。
完
成
す
れ
ば
道
前

道
後
平
野
(
十
五
市
町
村
)
一
万
二
千
㌶
の
耕
地
を
潤
し
、

五
千
五
百
ト
ン
の
米
の
増
収
が
可
能
と
な
る
ほ
か
、
松
山

市
、
伊
予
郡
、
周
桑
郡
壬
生
川
町
な
ど
の
工
業
地
帯
へ
の

工
業
用
水
が
確
保
さ
れ
、
導
水
中
の
落
差
を
利
用
し
て

三
つ
の
水
力
発
電
所
が
作
ら
れ
、
電
力
の
供
給
も
行
な

わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

(
昭
和
3
6
年
1
0
月
7
日
)

機械設備工事が完了したダム建設現場と採石山



1960へ1964開発

1
月
、
待
望
の
送
水

3
年
が
か
り
尊
い
4
人
の
犠
牲

「
愛
媛
の
愛
知
用
水
」
と
い
わ
れ
、
道
前
道
後
水
利
総

合
開
発
事
業
の
要
と
な
る
面
河
ダ
ム
(
上
浮
穴
郡
面
河

村
)
が
ほ
ぼ
完
成
、
十
一
月
六
日
か
ら
放
水
路
を
閉
め
切
っ

て
貯
水
を
始
め
た
。
こ
の
総
合
開
発
事
業
は
農
業
用
水

と
発
電
と
工
業
用
水
供
給
を
合
わ
せ
た
県
始
ま
っ
て
以

来
の
大
事
業
で
、
農
林
省
で
も
現
在
行
な
わ
れ
て
い
る

農
業
水
利
事
業
で
は
も
っ
と
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
遭

前
道
後
平
野
の
農
業
の
飛
躍
的
発
展
と
中
予
の
工
業

発
展
の
推
進
力
と
な
る
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
も
の
。

面
河
ダ
ム
は
高
さ
七
三
・
五
㍍
、
長
さ
百
五
六
・
〇
㍍
、

有
効
貯
水
量
二
千
六
百
八
十
万
立
方
㍍
で
、
三
十
五
年

十
月
に
着
工
、
農
林
省
と
県
公
営
事
業
局
の
手
で
約
二

十
億
円
の
事
業
費
と
三
年
以
上
の
年
月
を
か
け
、
ま
た

四
人
の
尊
い
犠
牲
者
を
出
し
て
ほ
ぼ
完
成
を
み
た
。

道
前
道
後
水
利
事
務
所
は
十
一
月
中
に
ダ
ム
の
高
さ

四
十
㍍
付
近
ま
で
貯
水
し
、
来
年
一
月
中
旬
か
ら
送
水

を
始
め
る
一
方
、
あ
と
八
千
立
方
㍍
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打

ち
込
み
と
ダ
ム
操
作
施
設
な
ど
ダ
ム
関
係
の
工
事
を
来

年
三
月
未
ま
で
に
終
え
、
来
年
秋
ご
ろ
ダ
ム
を
満
水
に

す
る
。
満
水
に
な
れ
ば
百
二
十
五
㌶
近
い
田
畑
山
林
と

笠
方
小
学
校
な
ど
公
共
施
設
も
含
め
て
、
友
田
地
区
と

笠
方
地
区
の
一
部
八
十
七
戸
が
水
没
す
る
。

(
昭
和
3
8
年
n
月
1
日
)

貯水を始めた面河ダム

5l



1960-1964開発

県
が
計
画

関
西
屈
指
の
観
光
圏
に

車
に
乗
っ
て
仰
̃
0
0
分

車
に
乗
っ
て
四
、
五
十
分
、
石
鎚
山
系
の
雄
大
な
眺
め
を
家
族
連
れ
で
楽
し
め
る
一
大
観

光
道
路
「
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
」
を
県
が
計
画
、
道
路
公
団
に
調
査
の
陳
情
を
し
て
い
る

が
、
予
定
の
コ
ー
ス
の
初
調
査
が
四
月
二
十
六
日
行
な
わ
れ
た
。

県
か
ら
桑
山
土
木
部
長
、
本
間
道
路
課
長
、
門
屋
観
光
課
長
補
佐
ら
と
、
予
定
コ
ー
ス

の
沿
線
の
西
条
市
、
上
浮
穴
郡
面
河
村
、
周
桑
郡
小
松
町
な
ど
か
ら
関
係
者
が
参
加
、
十

亀
石
鎚
山
岳
会
長
の
案
内
で
、
一
行
十
四
人
が
約
三
十
㌔
の
山
道
を
踏
み
し
め
て
調
査
し

た
。
同
ラ
イ
ン
の
予
定
コ
ー
ス
、
面
河
村
関
門
か
ら
西
条
市
の
西
之
川
ま
で
を
一
日
が
か
り

で
調
査
し
た
が
、
二
、
三
カ
所
の
難
コ
ー
ス
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
技
術
的
に
問
題
が
な
い
こ

と
が
分
か
っ
た
。

県
の
計
画
で
は
、
幅
六
㍍
の
道
を
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
二
十
五
㌔
か
ら
三
十
一
キ
ロ
ま
で
作
る

が
、
難
所
は
ト
ン
ネ
ル
か
橋
を
架
け
て
傾
斜
を
緩
や
か
に
す
る
計
画
。
総
工
費
約
十
五
億

円
が
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
が
完
成
す
れ
ば
、
関
西
一
の
最
高
峰
石
鎚
山
と

そ
の
山
系
を
千
数
百
㍍
の
と
こ
ろ
か
ら
展
望
で
き
る
。
コ
ー
ス
の
長
さ
、
雄
大
さ
で
は
全
国

有
数
の
も
の
と
な
る
。
ま
た
山
中
に
う
っ
そ
う
と
立
つ
木
材
も
車
で
大
量
に
早
く
出
さ

れ
、
山
林
資
源
の
開
発
が
飛
躍
的
に
伸
び
る
。

二
十
七
日
は
調
査
団
を
交
え
、
西
条
市
、
面
河
村
、
小
松
町
、
温
泉
郡
川
内
町
の
関
係

者
が
集
ま
り
、
西
条
市
で
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
期
成
同
盟
会
(
会
長
、
村
上
西
条
市
長
)
を

結
成
し
、
道
路
公
団
に
早
く
調
査
に
か
か
る
よ
う
強
力
に
運
動
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
。

現
在
石
鎚
山
に
は
年
間
約
三
十
万
人
が
登
っ
て
い
る
が
、
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
が
数
年
後
に
完

成
す
れ
ば
約
百
五
十
万
人
の
登
山
者
が
見
込
ま
れ
、
車
で
グ
ル
リ
と
国
定
公
園
石
鎚
東

側
を
半
周
で
き
る
ほ
か
、
面
河
渓
谷
、
奥
道
後
、
笠
方
ダ
ム
、
川
内
ゴ
ル
フ
場
な
ど
一
大
観
光

ル
ー
ト
を
ゆ
っ
た
り
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
関
西
き
っ
て
の
大
き
な
観
光
圏
に
な
ろ
う
。
そ

れ
だ
け
に
関
係
者
は
ぜ
ひ
実
現
し
た
い
と
意
気
込
ん
で
い
る
。
(
昭
和
3
7
年
4
月
2
9
日
)
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